家庭礼拝　2011年6月15日　コリント第Ⅱ　1章１～11(前半)
　賛美歌210　来る朝ごとに　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌343　聖霊よ降りて
起

ペンテコステの週を迎えて、私たちの学びはいよいよコリントの信徒への手紙第二へと移ります。

パウロがコリントに当てた手紙は、第一と第二の手紙だけではなく、あと2通ありました。それらは、どうなっているのかは、はっきりとは分からないのですが、この第一と第二の手紙の文脈からそれは推定されます。第一の手紙の前にもうひとつ手紙があった事は、コリント第一の9節に「私は以前手紙で、みだらなものと交際してはいけないと書きましたが」と書いてあることから以前にも手紙を出したことが分かります。この第一の手紙は、コリントで起こっている分裂に危惧を抱いたパウロが、何とかそれを修復しようとして、テモテに持たせて出された手紙でした。ですがそれはうまくいかなかったようです。そして、この第二の手紙があるのですが、実はこの第一と第二の手紙の間に重要なことが抜け落ちています。それは第一の手紙を出した後、コリント教会との関係はますます悪くなりこじれたため、パウロは自らコリントに行っているのです。これが二度目の訪問です。ですがこれでもますますこじれました。そして、パウロはこの第一と第二の手紙の間に、もう一通コリントへの手紙を書いているのです。これが涙の書簡とも呼ばれる第三の手紙です。この手紙は、実はコリント第二の手紙の中にある、10章から13章の部分であろうといわれています。ですからそれを信じるならば、順番としては、10章から13章を先に読んでいくのが正しいのでしょうが、テキストに従って、このままの順番に読んで行きたいと思います。こうなってしまったのは手紙を整理するときに順番が分からなくなって、紛れ込んだのだろうといわれています。先週の、第一の手紙の最後で、この第一の手紙がコリントの人々を悲しませたことの証拠として、コリント第二の手紙の7章から9節を紹介しましたが、これは実は第一の手紙のことではありませんでした。
コリントの第二の手紙7章８節9節では
２コリ 7:8　あの手紙によってあなたがたを悲しませたとしても、わたしは後悔しません。確かに、あの手紙が一時にもせよ、あなたがたを悲しませたことは知っています。たとえ後悔したとしても、

２コリ 7:9　今は喜んでいます。あなたがたがただ悲しんだからではなく、悲しんで悔い改めたからです。あなたがたが悲しんだのは神の御心に適ったことなので、私たちからは何の害も受けずに済みました。
と書かれている手紙は、実は第一の手紙ではなく、第三の手紙の涙の書簡と呼ばれているものでした。いずれにしても、パウロがこの第二の手紙を書いたときには、コリントの教会との関係はこじれにこじれて、最悪の状態でした。それはパウロに対する不信感と悪意に満ちた、修復不可能にすら見える状態だったのです。このこじれにこじれた状態の中で、パウロは非難され、誤解され、悪意の中傷にさらされ、何を言っても悪くしか取られない状態に涙を流し、あえぎながらも、この第二の手紙を書いているのです。このような、最悪のどうにもならないような状況を理解しながらこの第二の手紙を読まないと、パウロの思いはなかなか理解できないかもしれません。このパウロの手紙の中で弁明していることの裏返しが、コリントの教会がパウロに対して非難している言葉そのままなのです。そのような状況を思い描きながら、このコリントの信徒への手紙第二を読んでみたいと思います。
承

パウロの第二の手紙は、まず、祈りから始まります。コリント教会にあてられた手紙ですが、アカイア州に住むすべての聖なるものたちへとも書かれています。これは最初から、多くの人々にまわし読みをしてもらう目的で書かれた手紙です。アカイア州はアテネなども含まれるギリシャの中心となる州です。そして、その州都がコリントなのです。パウロはまず、私たちの父である神と、主イエスキリストからの恵みと平和が、あなた方にあるようにと祈ります。
そして3節からは7節では、自分たちが、いかに神様から慰めを受けているのかを語ります。そしてここでは慰めという言葉が9回も出てきます。そして苦難とか苦しみとかという言葉が、7回も出てきます。いったいどういう状況なのかをその言葉から、推察してみたいと思います。3節からです。

２コリ 1:3　わたしたちの主イエス・キリストの父である神、慈愛に満ちた父、慰めを豊かにくださる神がほめたたえられますように。

２コリ 1:4　神は、あらゆる苦難に際してわたしたちを慰めてくださるので、わたしたちも神からいただくこの慰めによって、あらゆる苦難の中にある人々を慰めることができます。

２コリ 1:5　キリストの苦しみが満ちあふれてわたしたちにも及んでいるのと同じように、わたしたちの受ける慰めもキリストによって満ちあふれているからです。

２コリ 1:6　わたしたちが悩み苦しむとき、それはあなたがたの慰めと救いになります。また、わたしたちが慰められるとき、それはあなたがたの慰めになり、あなたがたがわたしたちの苦しみと同じ苦しみに耐えることができるのです。

２コリ 1:7　あなたがたについてわたしたちが抱いている希望は揺るぎません。なぜなら、あなたがたが苦しみを共にしてくれているように、慰めをも共にしていると、わたしたちは知っているからです。
この本題は、3節で、神がほめたたえられますようにと、神への賛美で始まっていますが、パウロたちは大きな苦しみの中にありました。それはコリントとの関係の中にある苦しみだったかもしれないし、8節にあるように、アジア州での、耐えられないほどの圧迫であったかもしれません。それはキリストの苦しみを共に受ける苦しみであり、コリントの人々と共に苦しむ苦しみであったのです。パウロは、その苦しみの中にあってさえも、慈愛に満ちた神様から、慰めを豊かに与えられたといいます。そしてこの慰めがあるからこそ、ほかの苦難にあっている人々を慰めることができるし、あなたたちも私たちと同じ苦しみに耐えることができるといっています。この慰めは苦しみと対になり、苦しみがあるとき慰めがあり、慰めがあるとき苦しみに耐えられるようになる。そのような関係でした。そしてコリントの人々に対しては、あなた方について私たちが抱いている希望は揺るぎませんといいます。現実の状況は、どうしようもなくこじれ、人間の力では修復不可能なくらいまでに、こじれてしまった、関係です。その中にあってもパウロは、あなた方について、私たちが抱いている希望は揺るぎませんといいます。それは、パウロたちが苦しんでいるように、コリントの人々も苦しんでおり、そして、パウロたちが神の慰めを受けたように、コリントの人々もその慰めを受けているのを知っているから、パウロたちは希望をゆるがせないといっているのです。いったいパウロたちにどんな苦しみがやってきたのでしょうか。コリントとの関係はいったいどうなってしまったのでしょうか。冒頭からこのような深刻な苦しみと慰めを語る、パウロの心はどういう状況だったのでしょうか。
転

パウロは、アジア州でパウロたちがこうむった苦難について語っています。パウロほどのものが、生きる望みさえ失ったといわせる苦難があったのです。そのことについては何なのかは明白にはわかりません。たぶんその時代の人達はよく知っていたのでしょう。だから特に説明もせずに、コリントの教会の人々にもぜひ知っていてほしいといったのです。8節から10節です。
２コリ 1:8　兄弟たち、アジア州でわたしたちが被った苦難について、ぜひ知っていてほしい。わたしたちは耐えられないほどひどく圧迫されて、生きる望みさえ失ってしまいました。

２コリ 1:9　わたしたちとしては死の宣告を受けた思いでした。それで、自分を頼りにすることなく、死者を復活させてくださる神を頼りにするようになりました。

２コリ 1:10　神は、これほど大きな死の危険からわたしたちを救ってくださったし、また救ってくださることでしょう。これからも救ってくださるにちがいないと、わたしたちは神に希望をかけています。
　　エフェソで起こった危機というと、使徒言行録の19章23節に書いてある騒動があります。デメトリオスという銀細工師が「パウロは手で作ったものなど神ではない」と言ったと言って騒ぎたち、町中が混乱したことがありました。また、コリント第一の15章32節に書いてあるように、エフェソで野獣と戦わされたことを言っているのでしょうか。どちらも書簡ではあっさりと書いてあるので、それほどの危機のような気がしませんが、実際には、死を覚悟するような苦しみと危機を迎えていたのかもしれません。ですがこの苦しみはパウロたちに一番大切なことを教えてくれました。それは自分を頼りにすることではなく、死者を復活させてくださる神様を頼りにすることでした。そしてそのことによって、現実の危機からも救われました。そしてパウロの確信はますます強くなりました。神様がこれほど大きな死の危険から救ってくださったのだから、また救ってくださるだろうし、これからも救ってくださるに違いないという希望を持つようになったことです。パウロの確信は、決して頭だけの考えではないのです。イエスキリストを信じるようになったのも、神の助けを信じて希望を持つようになったのも、実際に起こった体験を基にしているのです。この体験があるからこそ、どんな状況においても揺るがない、確信があるのです。教理を学んだだけでは達し得ない確信が、体験の中で実現しているのです。私たちもまた、自分たちの体験の中に、神様のみ力を直接知ることが大切なのかもしれません。日常の中に神様の御業を感じることが大切なのだと思います。
自分を頼りにすることのなくなったパウロはさらにこう言うのです。11節です。
２コリ 1:11　あなたがたも祈りで援助してください。そうすれば、多くの人のお陰でわたしたちに与えられた恵みについて、多くの人々がわたしたちのために感謝をささげてくれるようになるのです。
パウロは、コリントの人々に、祈りによって援助してくださいとお願いしました。もう自分の力を頼りにすることなく、神様に委ね、神様の力を頼りにしているパウロは、パウロに敵愾心を持っているコリントの人々に頭を下げ、謙虚に祈りを願って、恵みと感謝を与えられたいといっているのです。信仰とはまさに、自分の力が尽き果てた、自分の希望はなくなったと思ったときから、本当の信仰が与えられるものではないでしょうか。罪の問題も、自分は罪からどうしても逃げられない、どうしようもない罪びとだと、観念したときに、神様の救いと清めとを体験するのではないでしょうか。自分の力でまだ何とかできる、自分はまだまだ善人だと思っているうちは、神様の救いから遠いのかもしれません。
パウロは続けて、コリント教会訪問の延期について語っています。ここにも多くの事情がありました。ですがコリントの教会からは何も理解されずに、ただ非難されるだけでした。パウロは口先だけだ、約束を簡単に破る人だ、彼の何を信頼できるものかと、多くの悪意のある中傷を与えられました。パウロはエフェソにいましたが、外にあっては、パウロたちを迫害する人々が、パウロに死さえも決心させるような圧迫を与え続けました。そして内にあっては、コリント教会が、パウロの誠実さを疑い、何も信用できない、何も正しいことなどないといって非難をしているのです。まさに内にも外にも四面楚歌の絶体絶命の中にあるといってもよい状況の中なのです。
そこでパウロが見出したのは、神様の慰めでした。どんなに迫害され、どんなに苦しめられても、神の元にある慰めがいつも癒してくださり、苦しみに打ち勝つ勇気を与えてくださり、人々をも励ます力となることを知ったのです。パウロはこの手紙の最初に、慰め、慰め、慰めと何度も慰めのことを言った背景にはとても耐えられないような苦しみの中から与えられた慰めがあったからです。パウロは、神様が自分に何をしてくださったのかを知ったのです。そしてその慰めに支えられて、このどうしようもなくこじれたコリント教会の宣教に、今一度勇気を与えられて、このコリントの信徒への手紙第二を書いているのです。
結

今日は、一章後半のコリント訪問の延期のところまではいけませんでしたが、そこにはさらにパウロとコリント教会のこじれてしまった出来事が示唆されるいろいろなことが書かれています。パウロにはどうしてこれほどまでの苦難に立ち向かう力が出てくるのでしょうか。普通の人間ならば、完全に行き詰って、自殺してしまうのではないかと思います。パウロは、自殺するのではなく、自分で決めたり、自分を頼ることすらやめて、ただひたすら神に頼る道を選んだのです。どんなに苦しくても、自分で道を決めるのではなくただ神様に決めていただき、神様に委ねているのです。その中で、パウロは生きる道を与えられ、神様の深い慰めを与えられ、平安を与えられました。そしてその苦難の中でも希望を見出し、また苦難に立ち向かう力が与えられたのです。そしてその恵みを多くの人と共に分かち合うことができました。多くの信徒たちは、パウロがそのような苦難の中でさえも、神様の慰めを受け励ましを与えられているのを見て、自分たちもまた、慰められ、励ましを与えられたのです。そして、そこに本当に神様が働いていると感じたのです。それは、今、東北の大震災の被災者たちが、その困難の中にあっても、希望を持って立ち上がろうとしていることに、助けに行ったボランティアの人達が逆に励まされて帰ってきたような話に似ているかもしれません。
　私たちは、苦難にあるとき、自分たちは正しい、間違っていないと思い、自分でこうしよう、ああしようと思っている間は、本当には神様の助けは得られず、本当には神様の慰めも得られないのではないかと思います。そして、誰もそのことに共感もしてくれないのだと思います。ところが、自分ではもうどうしようもない。どんなことをしても自分の罪からは逃れられない。何もできない。ただ神様助けてください。と、神様の力を願い求めるとき、思いもよらない、それは与えられるはずもないと思っていた、慰めが与えられるのかもしれません。そして、それを見ていたほかの人々は、あの死んだようになっていた人が、神様の力で、生き返ったと思うのかもしれません。そして神様の実在を信じる人となるのかもしれません。これが信仰だと思います。
(一分間の祈り)
(祈り)
哀れみと、慰めに満ちた天の父なる神様。御名をあがめ賛美いたします。パウロは右にも左にも前にも後ろにも困難の中にあり、進むことも退くこともできない苦しみの中で、あなたの慰めを与えられました。人の慰めや理解は与えらず、自分の力も頼ることができず、どうしようもない無力感と孤独の中にあったのではないのかと思います。そのような中で、パウロはあなたに光を見出し、あなたの慰めを与えられ、もう自分の力に頼ることなくただあなたに委ねて歩むことができました。そのことを覚えてあなたを賛美いたします。パウロはそのような苦しみの中で、自暴自棄になるのでもなく、人を恨むのでもなく、神様が助けてくださらないことを怒るのでもなく、ただあなたに慰めを与えられ、希望を持つことができました。それはダイナミックな奇跡が起こったわけではありませんでした。孤独なパウロに静かに与えられた、あなたの慰めでした。私たちは、苦難にあうと、奇跡的な解決を願い求めているのかもしれません。ですが、パウロに与えられたのは静かな慰めによる解決でした。ですが、その静かな慰めが希望を生み出し、また立ち上がる勇気を与えてくれたのです。
神様、私たちもまた苦難にあるとき、奇跡的な解決を望むのではなく、あなたの慰めによる、歩みが与えられますように。自分の力でするのではなく、あなたに委ねていくことができますように。

あなたの慰めが、多くの苦しんでいる人々、悲しんでいる人々、思い悩んでいる人々の上に与えられますように。そして、希望を持って歩んでいくことができますように。
この祈りを、主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン

◇コリントの信徒への手紙二

◆挨拶

２コリ 1:1　神の御心によってキリスト・イエスの使徒とされたパウロと、兄弟テモテから、コリントにある神の教会と、アカイア州の全地方に住むすべての聖なる者たちへ。

２コリ 1:2　わたしたちの父である神と主イエス・キリストからの恵みと平和が、あなたがたにあるように。

◆苦難と感謝

２コリ 1:3　わたしたちの主イエス・キリストの父である神、慈愛に満ちた父、慰めを豊かにくださる神がほめたたえられますように。

２コリ 1:4　神は、あらゆる苦難に際してわたしたちを慰めてくださるので、わたしたちも神からいただくこの慰めによって、あらゆる苦難の中にある人々を慰めることができます。

２コリ 1:5　キリストの苦しみが満ちあふれてわたしたちにも及んでいるのと同じように、わたしたちの受ける慰めもキリストによって満ちあふれているからです。

２コリ 1:6　わたしたちが悩み苦しむとき、それはあなたがたの慰めと救いになります。また、わたしたちが慰められるとき、それはあなたがたの慰めになり、あなたがたがわたしたちの苦しみと同じ苦しみに耐えることができるのです。

２コリ 1:7　あなたがたについてわたしたちが抱いている希望は揺るぎません。なぜなら、あなたがたが苦しみを共にしてくれているように、慰めをも共にしていると、わたしたちは知っているからです。

２コリ 1:8　兄弟たち、アジア州でわたしたちが被った苦難について、ぜひ知っていてほしい。わたしたちは耐えられないほどひどく圧迫されて、生きる望みさえ失ってしまいました。

２コリ 1:9　わたしたちとしては死の宣告を受けた思いでした。それで、自分を頼りにすることなく、死者を復活させてくださる神を頼りにするようになりました。

２コリ 1:10　神は、これほど大きな死の危険からわたしたちを救ってくださったし、また救ってくださることでしょう。これからも救ってくださるにちがいないと、わたしたちは神に希望をかけています。
２コリ 1:11　あなたがたも祈りで援助してください。そうすれば、多くの人のお陰でわたしたちに与えられた恵みについて、多くの人々がわたしたちのために感謝をささげてくれるようになるのです。
コリント訪問の延期

２コリ 1:12　わたしたちは世の中で、とりわけあなたがたに対して、人間の知恵によってではなく、神から受けた純真と誠実によって、神の恵みの下に行動してきました。このことは、良心も証しするところで、わたしたちの誇りです。

· ２コリ 1:13　わたしたちは、あなたがたが読み、また理解できること以外何も書いていません。あなたがたは、わたしたちをある程度理解しているのですから、わたしたちの主イエスの来られる日に、わたしたちにとってもあなたがたが誇りであるように、あなたがたにとってもわたしたちが誇りであることを、十分に理解してもらいたい。
２コリ 1:15　このような確信に支えられて、わたしは、あなたがたがもう一度恵みを受けるようにと、まずあなたがたのところへ行く計画を立てました。

２コリ 1:16　そして、そちらを経由してマケドニア州に赴き、マケドニア州から再びそちらに戻って、ユダヤへ送り出してもらおうと考えたのでした。

２コリ 1:17　このような計画を立てたのは、軽はずみだったでしょうか。それとも、わたしが計画するのは、人間的な考えによることで、わたしにとって「然り、然り」が同時に「否、否」となるのでしょうか。

２コリ 1:18　神は真実な方です。だから、あなたがたに向けたわたしたちの言葉は、「然り」であると同時に「否」であるというものではありません。

２コリ 1:19　わたしたち、つまり、わたしとシルワノとテモテが、あなたがたの間で宣べ伝えた神の子イエス・キリストは、「然り」と同時に「否」となったような方ではありません。この方においては「然り」だけが実現したのです。

２コリ 1:20　神の約束は、ことごとくこの方において「然り」となったからです。それで、わたしたちは神をたたえるため、この方を通して「アーメン」と唱えます。

２コリ 1:21　わたしたちとあなたがたとをキリストに固く結び付け、わたしたちに油を注いでくださったのは、神です。

２コリ 1:22　神はまた、わたしたちに証印を押して、保証としてわたしたちの心に“霊”を与えてくださいました。

２コリ 1:23　神を証人に立てて、命にかけて誓いますが、わたしがまだコリントに行かずにいるのは、あなたがたへの思いやりからです。

２コリ 1:24　わたしたちは、あなたがたの信仰を支配するつもりはなく、むしろ、あなたがたの喜びのために協力する者です。あなたがたは信仰に基づいてしっかり立っているからです。

２コリ 2:1　そこでわたしは、そちらに行くことで再びあなたがたを悲しませるようなことはすまい、と決心しました。

２コリ 2:2　もしあなたがたを悲しませるとすれば、わたしが悲しませる人以外のいったいだれが、わたしを喜ばせてくれるでしょう。

２コリ 2:3　あのようなことを書いたのは、そちらに行って、喜ばせてもらえるはずの人たちから悲しい思いをさせられたくなかったからです。わたしの喜びはあなたがたすべての喜びでもあると、あなたがた一同について確信しているからです。

２コリ 2:4　わたしは、悩みと愁いに満ちた心で、涙ながらに手紙を書きました。あなたがたを悲しませるためではなく、わたしがあなたがたに対してあふれるほど抱いている愛を知ってもらうためでした。
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